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情報技術の 導入時にお ける社会的支援の 在り方
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要 旨

われわ れ は
, 地域住民 の 日常生活 や 地域社会で の 関連 の な かで , 情報技術がどの 様 に 豊かな生活 の

一 助とな りうる の かを検討して い る ｡ 本稿 は
, 富山県 の ｢ 山田村｣ が情報モ デル 地区の 指定を受け,

希望す る家庭 の 全 て に配付 した パ ソ コ ンを め ぐ っ て 起 こ る混乱の 中で , 村民 が 地域 の 文化的背景を基

盤 に個 々 人 の ペ ー

ス で
, 様 々 な ｢ 身近 な 支援｣ を利用しなが ら問題を解決す る様を追跡した ｡ 情報技

術 の 導入時 に お け る シ ス テ マ チ ッ ク な 知識として の 社会的支援 の 在り方を検討す る ため の ひ と つ の 資

料 と し た い
｡

キ ー ワ ー ド

地域社会 活性化 情報技術 イ ン タ ー

ネ ッ ト

1 はじめ に

近年 ｢ c A T V ｣ や ｢ イ ン タ ー ネ ッ ト｣ に

よる地域 の 活性化を目指 した取り組みが盛ん

で ある｡ そ の背景に は
, 地域社会に情報技術

を導入する こと で
, 大都市 へ の人 口集中, 高

齢化社会, 過疎とい っ た問題 の 解決策を探る

動きがある ｡

郵政省が全国32 5 5 の市町村 - 地域の 情報化

に つ い て実嘩した最近 の 調査で ば
)

, 地域情

報化 は1 0 年前 に 比 べ 着実 に 進展 して い るもの

の
, そ の レ ベ!L, と ス ピ ー ドは人口 ･ 財政力 の

大きさ
_
に仕例し/ 高齢者比率とは反比例 の 関

係 に ある こ とが報告さ
.
れ て い る｡ つ まり現状

では過疎地 と都市部と の 情報格差挿さ ら に 広

が っ て おり , 地域社会 で甲情報化 の 進め方の

難 しさが浮き彫 りに な っ て い る
* 1

｡

高齢化社会 支援

こ の 調査 は, 回収率100 % の全国的な調査

である こと, 情報化手段の ア ベ イ ラ ビリテ ィ

(選択可能幅) を指数として 客観的に評価 し

たもの として非常に貴重な調査 である ことば

言うま で もな い ｡

一

方, 筆者らは情報化を地

域住民 の 日常生活や地域社会で の 関連 に お い

て注視 し
, 情報技術が豊かな生活 へ の 一 助と

なる ことが で きる の か どう:A ,
,

そ の 質や 内容

の 面か ら検討し て い る ｡

本稿 で は
,

まず, 筆者らの情報化研究の視

点を述 べ る｡ 次に
, 富山県 の ｢ 山田村｣ が情

報羊デル地区 の指定を受け,

.希望する家庭 の

全て に パ ソ コ ン を配付した後の約半年 の 間の

動きとそれ に 対する山田村の 努力 , 発生 した

諸問題 の 2 - 3 の調査を中心 に初期 の段階 に

おける学習 の在り
,
方に 触れ る｡ 最後 に情報技

術の 導入時 に おける シ ス テ マ チ ッ クな知識と
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して の 社会的支援の 在り方を考察する｡ ま

た
,

そ の考察の 際, 以前 N H K で 放映された

番組を学習の 支援 の 視点 でまとめ, 資料と し

て参考 に した ｡

2 地域 にお ける情報化研究の視点

平成8 年になり, 富山県の小さな過疎の 村

が 日本中に知れわたる ように な っ た ｡ そ の 村

の 名前は山田村とい う｡ 平成7 年に国か ら情

報モ デル 地区と して 指定を受けたためで あ

る ｡ 富山県婦負郡山田村は
,

ス キ ー とい で湯

の里 をキ ャ ッ チ フ レ ー ズに 観光と農業を主な

収入源として い るが , 村民わずか2050 人 で ,

およそ 4 人に 1 人が65 歳以上とい う高齢化の

進ん だ過疎の村で あ る｡ そ の 村の 全戸4 60 世

帯の 約七割にあたる320 世帯に
, 村役場から

テ レ ビ電話機能つ きパ ソ コ ンがはぼ無償で配

布されたo 各戸がネ ッ トワ
ー

ク で接続され
,

村ぐるみ で イ ン タ
ー ネ ッ トを利用 しようと い

う , 地域情報化の 先進的なモ デル地区 に 突如

変身した の で ある｡

我々 は,
こうした状況に対して , 山田村を

一 つ の 題材として情報技術がどう い っ た形で

生活 の 中で活かされて い くの か
,

そ の 過程 で

起 っ た各種 の問題点はなに か つ い て 調査研究

する ことを目指 して い る｡

山田村が情報化モ デル地区に選ばれたの は

明 らかに
, 今後より深刻になると考えられる

高齢化社会と過疎の 村とい う二重の重荷を背

負 っ た ｢ 村｣ に情報技術が何らか の福音とな

るかを先行的 に調査 した い とい う行政サ イ ド

の考えが あり
,

そ の取り組み は
, 地域密着型

の実験的事業で もあり大 い に 関心が持たれる

の で あるが , 本研究 に お い て も っ とも重視し

て い る こ とは次の点で ある｡

本研究 で は
, 村民が長く築きあげて きた生

活環境, 生活習慣, 生活時間, 人間関係を基

盤 に情報技術が どの様 に取り入れ られ, ある

い は拒絶される こ と に なる の か に焦点を当 て

る｡ もし情報技術が地域に受け入れられたな

らば
,

そ の 主要な環境要因は何 で あ っ た の

か , もし拒絶された の な ら,
どうす べ きだ っ

た の か を実態調査とイ ン タ ビ ュ
ー で詳細に 検

討する ことにする｡ こうした切り 口 から, 技

術導入者の 意識と村民 の意識 の ギ ャ ッ プがど

の 辺にあり, それを埋めるになすべ き こと,

或い は
, 高齢化の進んだ過疎の村に おける情

報化社会の将来像な ど多くの 問題をあ ぶりだ

して そ の 過程 に つ い て検討 して い きた い ｡ こ

うした立場から
, 都市の み で なく高齢化の進

ん だ過疎の村におい ても情報技術が豊かな生

活の 一 助となり得 るため の 参考 の資料とし て

い きた い ｡

最新の デジタ ル技術が過疎農村社会に与え

る影響は どの ようなもの で ある の かを考える

際,

一 つ の 理想的ともい え る取り組み方が,

w . J .
ミ ッ チ ェ ル の ｢ シ テ ィ

･ オ ブ ･ ビ ッ

ト｣ ( 彰国社) の なか に示され て い る ｡
『･ - -

そ こ で
,

われわれ の なす べ きも っ とも根本的

な仕事は
, 広帯域 コ ミ ュ

ニ ケ
ー シ ョ ン網の た

め の デ ジタ ル回線や電子機器を用意する こと

で は な い ( い ず れ手に 入 る の だ) ｡ ネ ッ ト

ワ ー ク に の せ る ｢ コ ン テ ン ツ ｣ をつ く る こと

で もな い o

一

番大切なの は ,
どん な人生を送

りた い か, どんな コ ミ ュ
ニ テ ィ

ー で暮らした

い の か ,
それらに ふ さわしい デジタ ルな環境

はどの ようなも の である べ きかを想像 し, 創

造 して いく ことな の で ある｡ 』
2 )

しかし, 実際にそ の渦中に突如放り込まれ

た村や町が,
こうした理想的な考えのもと

,

十分に準備された 中で進められる ことはなか

なかありえな い ｡ 山田村が これま で に経験 し

た実状 もまさ に そ の 例に もれな い o

情報技術や イ ン タ
ー ネ ッ トが描く , そ こ は

かとな い ユ
ー

トピア を連想 させ る夢 は, 人 々

を引き つ ける魔力を持 つ ｡ 多少とも情報技術

な どの 知識を持 つ 者は とくに そ の 傾向が強

い ｡ マ ス コ ミ
, 行政 ,

ジ ャ
ー ナ リス ト, 研究

者が大挙山田村を訪れ, 好奇の 目で見た もの
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を日本中に発信 しは じめ た ことで
, 村はま る

で 時代 の寵児の ごとき扱 い を受ける に い た っ

た ｡ 新聞, 雑誌 ,
テ レ ビ取材で飛び出す見出

しは, どれも刺激的で話題性が豊富で大衆を

引 き つ け る｡
｢ イ ン タ

ー ネ ッ トで村お こ し｣

｢ 山田村イ ン タ
ー ネ ッ ト狂騒曲｣ ｢ 村は世界

と接続した｣ ｢ 過疎の 村にイ ン タ ー ネ ッ トが

人 の 交 流 を生 む｣ ｢ 情報 の 芋苗 へ ｣ な どな

ど｡ しかし,
そ の どれもが

, 超未来指向, 未

来暗示型 , 皮肉り ,

一 過怪 , 過疎や高齢化 へ

の 一

つ の 対処 , 活性化, 村民 の 素朴さ , 失敗

談 の ち ゃ か し, 行政主導 へ の 批判などと紋切

り型 の紹介に留ま っ て い る ことが多い ｡

こ うした内容がま っ たく重要でない という

の で はない ｡ 各論は , 経済的機会の可能性 ,

公共サ ー ビ ス へ の ア ク セ ス方法 , 文化活動の

新しい形式, 相当局 の発言の内容や性質の 変

化, 国と地方の 権力構造 の 関係, ( 時代の 寵

児とされた) こうした経験が日 々 の 生活に与

える影響, 豊かさや幸せ とい うも の の再考な

ど重要な 問題を提起して い る｡ しかし, 情報

化 に よ る影響と い う大上段 に構えた議論だ け

で はなく, 丹念 に そ の経緯を伝える調査もそ

ろ そろ必要で はな い だろうか｡ もちろん地域

の 情報化 に つ い て は中長期的な視点が必要で

ある ことば論を待た ない が
,

そ の 取り組み の

初期の段階 に 対して
, 何 らか の 援助を講じら

れるような知識を シ ス テ マ チ ッ ク に確立 で き

る よ うな方向を目指 した調査研 究が望まれ

る ｡

* 2

以下の 報告は上記 の ような主旨に貢献する

こ とを目的に 一 部 ドキ ュ メ ント風 の ス タイ ル

をとる こ とに した ｡

3 山田村情報化概況

山田村 の 7 割の 家庭に パ ソ コ ン が配付され

た平成 8 年夏か ら半年以上が経ち, 村は当初

の 喧嘩か ら少 し落ち つ きを取り戻したように

思われる｡ しか し
,

それは村民 の 外部との 交

ilXil

流慣れや新しい話題を求める報道が
一

段落し

た こと に よ る表面 的な落ち つ きとも思 われ

る｡

平成 8 年12月 に完成 した情報セ ン タ
ー も,

平成 9 年 4 月よりようやく本格的に稼働 しは

じめ た所で , 5 月現在は , 村として の 当面の

課題が
,

パ ソ コ ンを配付した全家庭 へ の イ ン

タ
ー ネ ッ ト接続と情報セ ン タ

ー の拡充の 2 点

で あり , 村民 へ の 教育やサ ポ ー ト体制の 検討

をも今後 に先送りして い る状況 で ある ｡ 山田

村が め ざす村民
一 体で の 情報化 の難 しさは こ

れから本格化し始める の で あろう｡

以下は
, 報告者が こ の 半年の あい だ実際に

山田村を訪問し, そ こ で得た諸体験を記録 し

たもの で ある｡ 本章で は
, 山田村とパ ソ コ ン

配付の 経緯, 村が進め る情報化の構想などに

ふれ , 次章で , 発生 した変化 ･ 取り組みの 現

状の様子 や現地で の イ ン タ ビ ュ
｢ をまとめ

る｡

3
.
1 山田村概況

3
.

4 )

富山県婦負郡山田村は, 富山県 の 南西部 に

位置 し, 標高100 - 1 000 メ
ー ト ル の 山峡 に あ

る｡ 富山市から車で約 1 時間で
, 総面積4092

h a
, 東西12 k 恥 南北1 6 k m で ,

40 % 程度が 急

峻な山地を占め る以外は, 丘陵性の 地形 で

あ っ て , 山田川 ･ 赤江川 ･ 和田川の 両岸 に 散

在する23 の集落で形成されて い る ｡

15 世紀末藩政がしかれ, 加賀藩の 領地に 属

し,
1 6 世紀始め前 田家が分藩, 富山藩 の 山田

郷と称 し, 明治22 年市町村制が しかれ山田村

と命名された ｡ そうした歴史を背景に
, 村 に

は古くからの 大きな家が多い ｡

12 月中旬か ら 4 月上旬ま で の約 4 カ月が積

雪期問で ある豪雪山村で あり, 農林業と観光

を主体とした村で あるが , 近隣 の市や 町で働

く兼業農家も増えて い る｡

人口 は約205 0 人 (平成 8 年度) で
, 自然動

態 で み ると出生率が激減 し, 約 4 人に 1 人は

65 歳以上とい う高齢化が加速的 に 進み つ つ あ
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る村である ｡ ( 図 1 )

小 松 裕 子 ･ 小 郷 直 言

図 1 人 口年代別グラ フ

(平成 6 年10月 1 日現在 ; 人 口2
,
24 2 名)

山田村平成7 年度統計資料 よ り

3 . 2 イ ンタ - ネ ッ ト導入の動機と過程
5- T '

平成 7 年 ( 199 5) 春, 山田中学校教諭から

｢ 生徒に パ ソ コ ン通信をさせ た い ｣ との 相談

が役場に持ち込まれた ｡
｢ 生徒は素直で あり

純真 で はあるが , 積極性に かけると ころがあ

る の で
,

パ ソ コ ン通信を取り入れ生徒に刺激

を与えた い ｣ とい う意向が トリガ ー となり検

討を重ね た ｡ さ らに特色ある使い方として ,

パ ソ コ ン通信よりもイ ンタ ー ネ ッ トを利用す

る ことで 山村とい う狭い 地域から抜け出す こ

とが でき る の で はない だろうかと発展 し
,

N

T T のサポ ー トを受け, 村として取り組むこ

ととな っ た ｡ 夏 に は ｢ ス キ ー とい で湯の里｣

とい うタイ ト ル の ホ ー ム ペ - `ジを発信するま

で に な っ た ｡

- 平成 7 年秋 , 国土 庁過疎対策の 補助事業

｢ 地域情報交流拠点施設整備 モ デル事業｣ へ

申請した ｡ 当初, 過疎化が進む山田村は , 温

泉と ス キ ー 場を売り物 に 観光客誘致 に 力を い

れた い と
, 冬場の 天候や道路状況, 駐車場の

空き具合 の 電光掲示板を村 の入り 口 に 作る計

画を県庁を通 じ補助金 の 交付申請を提出 し

た占 しか し国の想定し て い た事業内容は, ホ

ス ト コ ン ピ ュ
ー タや パ ソ コ ン研修室な どを備

え た情報 セ ン タ
ー を地域 に つ くり , 生涯教育

や福祉事業に役立て る ようなもの であ っ た｡

一 時は断念したが
, 他の 地域に先駆 けたホ

-

ム ペ ー ジ作りや中学校の 取り組み などの実績

を基盤 に, 山村における情報化を今後の地域

づくりの ポイ ントとして , 情報セ ン タ ー の 設

置,
パ ソ コ ン設置台数の増加をさら に要望す

る こととな っ た｡ 平成 7 年1 2月国土庁から補

助金が決定 し,
パ ソ コ ン配付は ｢ 希望す る全

世帯に｣ と山田村 の 電脳計画 が進ん で い っ

た｡

平成 8 年始め ｢ 村民と語 る つ どい ｣ を地区

ごとに 開きt 村民全員 の利用をめ ざした パ ソ

コ ン配付計画を村民 へ 提示し, 村民 へ の 講習

会も少しず つ 開催されるようにな っ た ｡

平成 8 年夏, 希望する全家庭 (32 0 戸 : 約

7 割) へ パ ソ コ ンが配付された ｡ 機種は I B

M 機が約50 台,
それ以外は マ ッ キ ン ト ッ シ ュ

で ある｡

平成 8 年1 2月 , 情報セ ン タ
ー

が完成 し, 辛

成 9 年から現在 ( 5 月) まで に
,
, 全戸 にテ レ

ビ電話回線接続が済み , 各地区 の パ ソ コ ン

リ ー ダ ー 宅と I B M 機器配付家庭はイ ンタ ー

ネ ッ トに接続して い る ｡

こう して
, 村の 情報化は

, 中学校がき っ か

けとなり, 役場と N T T
,

そ して
一

部の ネ ッ

トワ
ー クに詳しい 村民の ボラ ン テ ィ アか ら始

ま っ たが
, 今後は情報セ ンタ ー が拠点とな っ

て , 地区ごとの リ ー ダ ー を中心に進 められる

予定で ある｡

3 . 3 山田村情報化構想

村の 情報化構想は , 情報セ ン タ ー を拠点と

して
, 村 民が ｢ い っ で も, どこ で も, 誰 で

も｣ 自由に必要な情報を受発信 できる環境を

整備する こ と で , 都会と の
, また地域内 で の

情報格差をなく し若者定住や地域間交流, 交

流人 口 の 定着を目指 し て い る
8

｡

. 9 )

｡ また , 福

祉や医療 - の活用をめざした ｢ 山由村健康情

報ネ ヅ ト ワ ー ク構想｣
10 )

な ど高齢者 へ の 配慮

もな されて い る ｡

(1) 情報化モ デル事業の 考え方

｢ 地域情報交流拠点施設整備 モ デル事業の
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取り組み の 考え方｣
5)

によ ると, 環境の 整備

機能とし て次の ような 3 つ の 機能を構想 の軸

と して い る｡

a . 情報セ ンタ ー の 機能 情報セ ンタ ー

は,

村民自ら築く受信 ･ 発信 ･ 創造の 場として

の 機能とともに , 研修や開放オ フ ィ ス
, 悼

報ラ イブラリ ー 機能の はか交流拠点として

の機能も持たせ るもの とする｡

b . ネ ッ トワ
ー

ク機能 マ ル チメ デ ィ ア を簡

単 に 取り扱え る操作環境とする ｡ 伝送路は

N T T の
一

般回線もしく は I N S ネ ッ トを

利用す るもの とす る｡

c . 情報端末機能 マ ル チメデ ィ ア情報端末

を利用 し
, 村内外の 各種情報が用意 に 検索

で きるものとする ｡

d . そ の他

･ 緊急, 防災等 の現場対応の ため の携帯端

末機も備え る｡

･ 独居老人や寝たきり老人の 介護 ( 監視)

が容易に 出来 る端末機を考え る｡

･ 気象情報を提供し,

.
農林業な どで の利用

を図る ｡

･ 村内企業 へ の 計算サ ー ビスを図 る｡

(2) 情報化の 推進体制( 人的ネ ッ トワ ー ク)

情報化を進め る に あた っ て
,_ 推進体制はそ

の成否を握る鍵とな る｡ 山田村は役場主導で

情報化の レ ー ル作りが進
.
め られて い るが

, 村

全体 の推進体制 には
, 古くか らの 地域ネ

.
ッ ト

ワ
ー

ク をうまく活か した パ ソ コ ン リ
ー ダ制を

と っ た こ とが大きな特徴 で ある｡

a . 山田村ネ ッ トワ ー ク ( 連絡網)

山田村 は各地区毎 に昔か ら深く結ばれ て

おり, 村全体の 連絡などは , 役場村長を頂

点に 各地区代表 の 総代 に伝え られ
, 総代か

ら各家庭 へ 連絡され る｡ 大きな地区 で は複

数 の 小総代が サボ ⊥

卜する ｡ 全体が生活 に

J 密着 した樹状 構造 で あ らわ され るネ ッ ト

ワ ー クをも つ ｡ 村 の行事や い ろ い ろ の連絡

は
,

こうした地区を単位 に行われ て おり ,

長年 の 生 活共同体 と して の 結 び つ き は強

10 3

い
｡

b . 情報推進ネ ッ トワ
ー ク ( パ ソ コ ン リ

ー ダ

制)

情報化を推進する機動力となる パ ソ コ ン

リ ー ダは
, 先に述 べ た2 3 地区 の それぞれか

ら選 出された45 名の 男性を中心とした情報

化の 担い手で ある ｡
パ ソ コ ン リ

ー ダはそれ

ぞれの 地区の 中から選ばれた代表で あるた

め村民に と っ て気軽な相談相手であり講師

で ある｡

特に , 身近な若い リ ー ダ ー の存在は ,
こ

れまで に ない新しい コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ンを

発生させ , 学習グル
ー プの 結成などの方向

に動い て い るとい う｡ また
, 故障や問い 合

わせ の 連絡網, 質問網も地区 の パ ソ コ ン

リ
ー ダが 基点となり, 問題解決 コ ミ ュ ニ

ケ
ー シ ョ ン網がわかりや すく整備さ れてい

る ｡

‖)

尤 も
,

そ の リ ー ダ ー 相互 間 に も コ ン

ピ ュ
ー

タ の経験の度合い や知識 に 大きな レ

ベ ル の 差が あるため
, 地区毎の格差など難

しい 面 も徐々 に 表面化 し始めて い る ｡ 現

荏, その パ ソ コ ンリ ー ダの教育の途中段階

であるがこ の レ ベ ルア ッ プの 教育ある い は

意欲の向上は急務の要件で もある ｡

4 村の情報 モ デル事業の 現状

山田村は動き出した ばかりで ある｡ 特に 情

報化を推進する中心と なる人達 の 苦労は計り

知れな い もの が ある の は想像 に難くな い ｡ ま

た, 地域の情報化に つ い て は; 中長期的な立

場から見て いくことの 重要性はもちろん であ

る｡

一

方で そ の 過程 で起 こ る様 々 な問題やそ

れが どう解決されて い くか を知る ことも重要

である ｡ こ こ で は導入か ら半年 の 間に表面化

して きた問題や試行錯誤 の 中で の 理想 と
.
の 帝

離, 新 しい 発見な ど項目をあげて整理する ｡
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4 . 1 情報化の現状と方向性

(1) 施設 , 設備の整備

村 の情報化構想に は
, 情報セ ン タ

ー を拠点

と して , 村民が自由に必要な情報を受発信で

きる環境をまず整備する ことがある｡ そ の た

めに情報セ ン タ ー に は通信制御室の 他 研修

室や情報ライ ブラリ ー とい っ た村民が気軽に

利用できる ような施設を開放し,
また

, 村民

は それぞ れの 家庭 で直接パ ソ コ ン に触れなが

らネ ッ トワ
ー クに参加し

, 自らが生活の情報

を収集で き る ように する こ とをめざし て い

る｡

12 )

情報セ ン タ ー は平成 8 年12 月に完成し本年

4 月 より専属員が配属 に な っ て ,
これから村

の方針を徐々 に 固め て い きた い とい う段階で

ある｡ 今後情報基盤 の 整備の 暁には
,

テ レビ

電話 に よ る健康相談 , 電子メ ー ル で の育児結

婚相談 , イ ンタ ー ネ ッ トに よる情報発信, 同

人会活動などが考えられて いる ｡ また
, 現在

発信して い るホ ー ム ペ ー

ジを改訂し山田村の

意向がわかりやすく特徴的なホ ー ム ペ ー

ジを

企画 して い る｡

5 )

そ の 情報基盤 に つ い て は , 希望家庭 へ の パ

ソ コ ン配付とテ レ ビ電話の接続が済み, イ ン

タ ー ネ ッ ト接続が急務の 課題とな っ て い る.

ネ ッ トワ ー ク整備は計画時点で は予期で きな

い トラブ ル を抱える ことも多い ｡ また機器の

故障や不良とい っ た問題もそ の つ ど多大の 労

力と時間が必要とな る｡ 住民 へ の 教育とねば

り強い説明と協力依頼を継続し つ づ ける こと

がポイ ン トとなるで あろう｡

(2) 村民の 教育

村 として の 当面 の課題が ,
パ ソ コ ンを配付

した家庭 へ の イ ン タ
ー ネ ッ ト接続と情報 セ ン

タ ー の充実 ( 担当者自身 の 勉強を含め) の 2

点 で あり, 村民 へ の教育やサ ポ ー ト体制の 検

討 は今後に先送りして い る状況 で ある ｡ 現在

は , 各家庭に 配付された パ ソ コ ン は , 個々人

の 自発 的学 習と利用 に 委ね られた 状態 で あ

る｡

そ うした中で
,

｢ ふ るさと塾｣ など村の 地

域活性化を考えるため に企画した勉強会で の

仲間,
パ ソ コ ン リ

ー ダを中心とした人的ネ ッ

トワ ー ク に よる集まり , もともと気 の 合 っ た

主婦 グル ー プな どに よる自主的な新しい学習

体制がで きはじめ て い る｡ 中で も, 勉強会だ

けでなくネ ッ トワ
ー クを通じて全国の 学生や

一 般人と 一 緒に ｢ 電脳ま つ り｣ を企画す るグ

ル ー プの 発生など, 村の活性化が村民主導 で

始まりかけ て い る点も見逃せ な い
7〕

｡ ま た,

一 部に は農業や観光業の 経営に 結び つ い た

ホ
ー ム ペ ー ジを作り将来の 発信の 準備をする

村民も で て い る｡

一

方, 突然 の パ ソ コ ン騒動 に
,

パ ソ コ ン は

使い た い が何をして い い の か,
い っ た い 何を

す べ きか, どうすれば い い の かと い う漠然と

した問題に向かい途方にくれる村民も少なく

はな い
｡ 特に , 本当に必要性を感じて い ない

人 へ の 動機づ けの難しさやそ の 必然性の適否

を問い 直す必要もあろう｡

(3) 小 ･ 中学校で の教育

小学校に もパ ソ コ ンが整備され , ゆとり の

ある パ ソ コ ン授業が行われ て い る ｡ また赤外

線 L A N を利用 した ネ ッ トワ ー

ク環境が展開

されて い る｡ 中学校は , もとより今回の 情報

化の トリ ガ ー ともな っ て おり, ホ
ー ム ペ ー ジ

の充実, 国内外を超え て電子メ ー ル の 利用に

よる教育 で も注目され て い る ｡

そ の 中学校は いま , 村の 中で
一

番古い設備

をも つ ことにな っ て しま っ た ｡ さらに 村で 配

布された パ ソ コ ンと機種が違う ことや, 小学

校で最新の パ ソ コ ン で学習 した生徒が入学し

た後の こ とも課題と して残 る｡ また ,
パ ソ コ

ンを希望しなか っ た家の多くは高齢者の 家庭

で ある と い うもの の
, 僅か で はあるが 若い世

代 の 家庭で も希望 しなか っ た家もあり, 子供

の心理的な影響を含 めた学習格差 に も注意を

払わね ばな らな い ｡ さらに 教員は山田村, 棉

中町,
八尾 などそれぞれが独自の情報化を進

め て い る地区を転勤す る こ ともあり, 教員自
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身の研究, 推進, 継続意欲などが削がれる恐

れもある｡

そうした問題 に もかかわらず ,
こ れか らの

村の 活性化を担う若者は素直で元気である｡

イ ン タ ビ ュ
ー した子供達からは

, 情報化 へ の

気負い もとま どい もあまり感じられな い ｡ 子

供達は
,

ごく自然に情報化を受け入れて い る

の で ある｡

(4) 高齢者 へ の 支援

山村の 情報化の 目的の 一

つ は, 他地域と

の
, また村内で の情報格差をなく し人 口 の 定

着化を図り, 活性化に 寄与する ことである ｡

そ の ため に は
, 上で述 べ た壮年や中高年の活

躍 , 子供 の 情報化 へ の 適応をさらに 推し進め

て い る現状と情報セ ン タ ー の 整備に よ っ て今

後 一 層の効果が得られるで あろう ことば期待

で きる｡

今
一

つ の 目的として , 村民全員が利用する

とい う意味の中に は, 高齢化社会を見据えた

福祉 へ の活用が ある｡
パ ソ コ ン利用で の 高齢

者の 福祉に は村民あげて の 関心と協力が必要

であるが
, 高齢者自身も情報機器を利用しよ

うと い う気持ちも必要で ある｡ しかし概して

高齢者は
, 情報化忌避症候群 ( 情報機器の 進

歩の 早さ, 操作 の わずらさしさ
, 新しい もの

へ の 回避) に陥りやす い ｡

しか し
, 情報機器 は

, 高齢者で あろうと身

障者で あろうと, 生活弱者として 世の中から

取り残されがちな人 々 に も, それを利用す る

こ と で 生活を楽 しむ こ と が で き る可能性を

も っ て い る｡ ただ
, 新しい知識や技術を得 る

に は楽しい だ けで はなく辛 い こ ともあり, そ

の ときどの 様な手助けが次 へ の 一

歩を導く起

動力 になるか
,

そ の ため の 支援 の ありようは

どうあれ ばよ い かを考え る ことも大切 で あろ

う｡

山田村が め ざす情報化の 進め方と して の
,

各個人が学習し
, 家族 で助け合い

, 仲間 で勉

強しあうと い う理想図は , 様 々 な問題を抱え

な が らも古くか らある共同生活体と して の

1 05

ネ ッ トワ
ー

クを基盤に若い世代を中心に比較

的浸透 しは じめて い るが
, 高齢者はどうで あ

ろうか ｡ 高齢者福祉セ ン タ ー ｢ 福楽｣ で そ の

一

端を見る ことに した ｡

ふ く ら

4
. 2 高齢者福祉セ ンタ ー ｢ 福楽｣

13 )

山田村には い っ てす ぐ, 山田川にかかる小

さ な赤い 橋をわた ると右手に白井谷 へ 向かう

旧道がある ｡
｢ 福楽｣ は , そ の 白井谷を超 え

沼又と い う地区に ある｡ 緑の屋根に ピ ン ク の

壁の 新しい 建物がそれで ある｡

｢ 福楽｣ は
,

デイサ ー ビス の みな らず 一 定

期間の居住 の 場も提供 して い る ｡ 利用する高

齢者は日に1 5 人程度で地区別 に集まるような

配慮がなされて い る｡ そ こ に は事務処理用や

高齢者の練習用として パ ソ コ ンが常設してあ

る ｡ 約6 名の 職員が対応 して様々 なサ
ー ビス

に 当た っ て い る｡ そ の はとん どが ワ
ー プ ロ 利

用者で はあるが パ ソ コ ン は初め て で ある ｡

こ こ に記載した内容は こ の 半年間の イ ン タ

ビ ュ
ー の 一

部で ある ｡ 特に高齢者に対する支

援を考える材料となる よう, 生 の声そ の まま

を編集しない で載せ る ｡

(1) 福楽の パ ソ コ ン設備

こ の 施設に も, 村民に 貸与されたと同じテ

レ ビ電話付き パ ソ コ ン ( マ ッ キ ン ト ッ シ ュ

71 00) と電子カメ ラ,
プリ ンタ ー の 各 1 台ず

つ が設置され て い る｡ ネ ッ トワ
ー

ク は い まだ

一 部の家に接続され て い るだ けなの で , イ ン

タ
ー ネ ッ トの 画面を見た ことが な い高齢者が

はとん どである｡ これか らの福祉に役立 っ と

期待されるテ レ ビ電話はすで に 村内の
, 同じ

機種を持 っ て い る家庭同士 は通信で きる もの

の
, 異機種間 の通信が で きな い と いう問題も

残 っ て い る｡

(2) パ ソ コ ン の時間

福楽 で は毎日少しで もお年寄りに パ ソ コ ン

に触れ て もらおうと, 1 - 2 時間程度を パ ソ コ

ン の 時間として い る｡ 当初皆 で パ ソ コ ン の 周

り に 集まるように して い たが , そ の 後高齢者
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が慣れる に したが っ て ,
2 - 3 人ず つ 順番 に パ

ソ コ ンをしf=
:り,

ビデオをみたり , 折り紙を

折 っ たり∴歩行訓練をしたりと い く つ かの 作

業を並行に実施する ように変更した ｡ そ の た

め , 個々 人の パ ソ コ ン に対する興味の表し方

や変化がわかりやすくな っ た｡

･ 少 し楽し いと感じて いる人

｢ o o さん , 年賀状つ くろう! ｣ と誘い

か けると
, 必 ず,

｢ な - ん い い わ｡ ｣ と

い っ たん 断るが
,

重ねて誘うと
,

ち ょ っ

ぴり恥ずかしそうに
,

うれしそうに ごそ

ごをと前に出て くる-o 他の人に 気兼ねし

なが ら｡ 家で も少しさわる状況にあ
こ

る人

に多い らしい ｡

･ や っ てみた い が
, 私なんかできんわと い

う人

･

誘う が なか なかや ろうと しな い ｡
｢ どう

し七i

? }] と 尋 ね る と
,

｢ 恥 ず か し い

ち ゃ ｡ 家で もせんが に ,
ぜんぜん分から

ん もん ｡ ｣ ｢ 家で はだれが使 っ て い る の ｡ ｣

｢ 孫たち｡ ｣ ｢ じ ゃ , 今度お孫さん に こ ん

な こ とし て きたと見せ ようよ ｡ ｣ と再度

誘うと ｢ そうやね｡ ｣ と腰をあげる｡

･ 頑なに断る人

しか し,

パ ソ コ ン から離れる訳で は な

く, 人が使う様子をじ っ と見 て い る｡

(3) パ ソ コ ン作業

･

､ 半年間で実施してきた内容は
,

マ ウ ス で操

作するゲ ニ ム や写真付き年賀状 ,
カ レ ンダ -

作成 などセある ｡ 当初 , 既存 の ゲ ー ム ソ フ ト

な どを使 っ て 楽しむだけで あ っ たが
, 職員の

学習 レ ベ ル の 向上 に伴 い
, 高齢者の レ ベ ル に

会わ せた職員手作り の ソ フ ト ( 表計算を利用

し て 数字キ - を打 つ だ抄で 完成す る カ レ ン

ダ ー ) が 登場した ｡ 簡単 な表計算 ソ フ ト機能

を利用七た だけで はあるが
, 現場をよく知 っ

た職員 の 工夫 と配慮を感 じる手作り ソ フ ト で

あ る ｡

･

マ ウ ス で の ゲ ー ム

金魚すくい ゲ ー ム は単純であるが楽しそ

うセある-
｡ また

,
オ セ ロ ゲ ⊥ ム に は, 始

めでぞも夢中にな っ て楽しむ人もで て き

た ｡

. パ ソ コ ン の カメラで写真をと っ て年賀状

をつくる ( 図 2 )

カ メ ラ操作と写真取り込 みは職員が実

施｡ 高齢者は名前を入れるだけで ある ｡

それで も ｢ あけま して おめで とう ござい

ます｣ の年賀状を手に ｢ 孫に 送る荷物 の

中に い れて や るん だ｡ ｣ と満面の笑顔 の

おばあち ゃ ん ｡ 1 月に は全員が写真入り

の 年賀状を完成し･た ｡

･ カ レ ン ダ ー

職員手作りの ソ フ ト

で 数字だけをい れて

完成する カ レ ンダ ー

は人気である ｡

と こ ろ が ,
プリ ン

タ
ー の 調子が悪くな

りそれを直して い る

間に パ ソ コ ン の周り

からはだれ もい なく

な っ て しま っ た｡

図2 年賀状 の 印刷

を手に ポ ー ズ

職員は忍耐強く高齢者と 一 緒に コ ン ピ ュ
ー

タ の前に座り, 触れさせ る こ とをまず第 一 と

して い る ｡ キ ー を 一 つ 押す の に1 0 分かか っ て

ら ( それほど長くと い う意味) い らい らしな

い ｡ そ して どの 様な時 に もやさしく対応 して

い る の で ある ｡ 本当に 感JL ､す る｡ ( 図3
,
4)

福楽 で は パ ソ コ ン指導だけをして い るわけ

て

で はな い ｡ そ の忙しい 中で , どうした ら巣し

く パ ソ コ ンを使 っ て もらえる の かと い う課題

を課さ れた職員 の苦労が しの ばれる ｡
｢ ゆ っ

くりや っ て い く しかな い の です ｡ 私た ち白身

も全く初め て な の ですか ら｡ ｣ と い う言葉 に

深くうなづく｡
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図 3 カ レ ン ダ ー の 出来を話題 に談笑

'
図 4 職員 の サ ボ - 卜をうけて パ ソ コ ン操作

(4) コ ン ピ ュ
ー

タか ら離れ,
お茶をの みなが

ら

｢ コ ン ピ ュ
ー タを佳 っ て

一 番困る こ とは

どんな こ とですか｡ ｣

｢ キ ー とか マ ウ ス とかは少し分か っ て き

た が , 言葉が全部ぜんぜん分か らん ｡ ｣

｢ 年をと っ て い て 目がみえな い ｡ 文字を

大きく して もら っ てもよくみえな い ｡ ｣

｢ コ ン ピ ュ
ー タ を使 っ てみて どう思 い草

したか ｡ ｣

｢ コ ン ピ ュ
ー タは

, 自分だけで なに かで

きると.は思わな い がおもしろ い ｡ ｣

｢ みん なの前 で は恥ずかしい ｡ ｣

｢ 長生きした ら, び っ くりする ようなも

ん に で あうち ゃ ｡ も っ と長生きした ら今

度 は どん なもんが で て く っ かねえ ｡ ｣

｢ 家 で コ ン ピ ュ
ー

タ を 使 っ て い ます

か｡ ｣
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｢ 孫に ときどき教えて もらうけど, だれ

もい ない ときはさわらな い ｡ ｣

｢ こ土セしか使 っ た ことがない ｡ こ こ や

とゆ っ くり教えて もらえる ｡ ｣

｢ 1 人暮らしだから希望しなか っ た｡ で

も コ ン ピ ュ
ー タは楽しい ｡ こ の福楽で コ

ン ピ ュ
ー

タをさわる の は楽しい ｡ 自分が

使 っ て も楽 しい けれど, 人が使 っ て い る

の を見て い る の も楽しい ｡ 家に もあ っ た

らよか っ た ｡ ｣

｢ どう して家で使わな い の ｡ ｣

｢ 家で さわろうとは思わな い ｡ さわ っ て

壊 した ら家族に迷惑がかかる ｡ ｣

｢ いま はまだ使えない から｡ ｣ ｢ まだ
, 箱

にはい っ たまま｡ ｣

｢ 回覧板で もなん でも, 電話とF A X で

済む｡ ｣

｢ おら っ ち ゃ , 家 で は使わせ て も らえ

ん ｡ な - ん別にそれで もい い がや ｡ 孫が

楽しそうに しとる の を見 て い るだけで い

い ｡ ｣

｢ 誰が任 っ て い る の ですか ｡ ｣

｢ 孫｣ ,

｢ 子供｣ ,
｢ コ ンピ ュ

ー タは家族が

い ろ い ろ使 っ て い る ｡ 孫が
一

番｡ 子供夫

婦はときどき使 っ て い る｡ ｣

｢ 家の どこ に コ ン ピ ュ
ー タが置 い て あり

ますか ｡ ｣

｢ 子供部屋｣ ,
｢ 仕事場｣ ,

｢ 応接間｣ ,
｢ 広

間｣ ,
｢ 廊下｣

｢ 陽の あた るところ
,

温度の高い 部屋 は

絶対ダメ や言われた し
,

タ バ コ の 煙もダ

メ やと い われ て い るか ら, 廊下の は し っ

こ にあ っ ち ゃ ｡ ｣

｢ テ レ ビ電 話 は使 っ て みま し た か｡ ｣

( 家で パ ソ コ ンを使 っ て い る人に)

｢ お もしろ い ｡ で もな ん か
, 恥ずかし

い ｡ ｣

｢ そんな ハ イ カラな もん わしと こ に もあ

るが け ? ｣
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以上 の様子や会話 の 中に は, 初JL ､者や高齢

者が通る小さな ハ ー ドル ( 他人の 目, 家族や

仲間 へ の 遠慮, 知らな い もの初めて の もの へ

の 警戒JL ､
, 鵜呑み

, 利用環境 へ の 無 関心)

が
,

そ して それを越えるため の少しの 手助け

( 知らな い こ とを恥ずか しがらずに聞ける環

境 , 同じ レ ベ ル の仲間が い る ことの安心感 ,

仲間より少し進む優越感 , 教えて もらい やす

い 人間関係 , 何らか の成果物を手にできる満

足感) が ある｡

パ ソ コ ンを希望 しなか っ たお年寄りも ｢ 福

楽｣ で は比較的楽しくパ ソ コ ンを使い
,

こ の

半年の 問に 遅 々 た る歩みなが らもBg JL ､をも つ

様子が確か に み うけられる｡

｢ 福楽で パ ソ コ ンを覚え, 誰も教えてくれ

る人が い ない 家で も使えるようにな っ てくれ

た らい い ｣ とは福楽の職員の言｡

(5) 福楽職員の パ ソ コ ン学習

福楽職員自身の パ ソ コ ン学習は, 講習会,

仲間や家族 , 訪問者などによ っ て い る ｡ 当初

さし当た っ て の 問題は ,
こ れま で ワ ー プ ロ で

作成 して い た資料を パ ソ コ ン に 切り替えた い

の だが
,

な に をどうすれば, どこま で以前 よ

り便利に で きる の かわか らな い とい っ た こと

が 中心 で あ っ た ｡ 誰か に ｢ できない ｣ と言わ

れた こ とを鵜呑み に い まま で因 っ て い たとい

う こともある ｡ 訪問者で あれ仲間 であれ,
コ

ン ピ ュ
ー タ に つ い て の 知識 は い ろ い ろ で あ

る ｡ 自分の 知 っ て い る範囲 で無責任 に ｢ 教え

る｣ と い う現実は ,
｢ 教わ る｣ 方は そ の 中か

ら適宜自分の 問題 の 解決法を探して い かねば

な らな い と い う こ と で もある｡

マ ニ ュ ア ルを読め ば明らか なの に - - ･ とよ

く言われるが , 学生や身近な知り合い の 行動

を思 い 浮か べ ると,
マ ニ ュ ア ル は

一

つ の支援

で はあるが
, 多くの初心者 に は それ自体が大

きな壁で もある こ と に 改め て気が つ く｡

身近 な問題や 関心 の あ る問題 の 解決 に 向

か っ て , 人に質問し, 知り得た知識 で試行錯誤

を繰り返 しなが ら時間をかけて なんとかそれ

なりに やり通 して い く職員の 様子に は感心す

ると同時に
, 学習支援の必要性とそ の在り方

を再考させ られる ｡

福楽の職員は
,

デイ サ
ー

ビス ( 接客サ
ー ビ

ス) が主要な仕事で あるた め, 実際に は コ ン

ピ ュ
ー タ利用には ,

1 日 1 - 2 時間程度, 数

人 の 高齢者を支援する の が精い っ ぱい で あ

る｡ さ らに
, 職員が自分の ため に使える の

は , 高齢者を自宅まで 送り届けた あと午後 4

時を過 ぎ て か らか
, 自宅 に 帰 っ て か らな の

で , 自分自身の 学習が なかなか思
~
ぅよ うに 行

かない 中で ,
｢ 少しずつ や っ て い くうちに

,

これも コ ン ピ ュ
ー タで処理 した らい い の で は

ない か ,
こ れは どうか しらと考えるよう に

な っ て きた｣ とい う ことを聞くとうれ しい
p

福楽で は
, 高齢者と職員, 職員相互, 訪問

者達が ｢ 教える側｣ と ｢ 教わる側｣ の関係を

作り出しは じめて い る｡ それ ぞれ の 立場で

｢ 教える側｣ と ｢ 教わる側｣ の歩み寄りが成

功し問題が解決するさまやそ の逆の 様子 は,

それら両者の親密度, 信頼度, 相手 - の 思い

やりと い っ た情報技術以前 の コ ミ ュ
ニ ケ

ー

シ ョ ン の 力も大きく左右して い る こ とが窺え

る｡

5 考 察

イ ン タ
ー ネ ッ トは居ながらに して世界に開

かれた コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンを可能にす るよう

なイメ
ー ジを掻き立 て る ｡ そ の ため

, 僻地の

山村とい えども情報の基盤整備が進み さえす

れば
,

そ の メ リ ッ トを十 二分に 活用 で き, 情

報過多ともい える都市の 状況に
,

一 挙に肩を

並 べ 得 るか の ようなイメ
ー ジを持 たれやす

い ｡ こ の ような感想を持つ ことが い かに性急

で
, 的外れなもの で あるか , イ ン タ

ー ネ ッ ト

経験派や未来指向 の楽観論者の 目に は意に 介

される こ とが な い ｡ また ,

一 方, 慎重派や科

学技術 に批判的な目を向ける論者 に は
, 導入

時 に見 られる悲喜劇 , 珍騒動が こ と の はか滑
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稽に 映り,
い やが上に もト ー

ンを上 げて技術

文明批判の 筆を走らせ る ことに なる｡ どちら

も思 い入れが 先行し
, 進行中の 村民の変化と

村民が受けた影響, 様々 な葛藤, そして学習

の過程 へ の注視がおろそかになりやすい ｡

われわれ の考えで は, 学習 へ の 支援, 協力

し合う中で の 問題解決, 見 よう見まね で 徐々

に馴れ て い く様子, ( パ ソ コ ン で) 自分もで

きる こと へ の 率直な驚きと期待, 無関心を決

め込ん だ あからさまな反発 , 継続の 難しさ,

うわ べ の つ きあ い
,

など - の注視こ そも っ と

考慮される べ きで ある｡ そ の ため に は
,

コ ン

ピ ュ
ー タ の使用環境を確認して

,
そ こ で 行わ

れる活動を逐 一 観察する ことから取り組まな

ければならな い ｡ 第 4 章の ドキ ュ メ ンタリ
ー

タ ッ チ の記録 の意図も こうした こ との 現れで

あ っ た ｡

何 よりも コ ン ピ ュ
ー

タ の 使用が継続される

た めに は, 強制やうま味, 余暇や情報収集の

習慣 に 頼 る だ けで は長続き しな い ｡
コ ン

ピ ュ
ー

タを体験する過程で の 公私 に わた る支

援体制, 学習仲間と の協力, 個人を支援で き

るわかりやすい知識提供 , 何でも相談で き助

けて くれる指導者や相談員, ボラ ン テ ィ アや

リ ー ダ ー

に よる教育, わかりやすい マ ニ ュ ア

ル類, 親子 ･ 夫婦の協力など状況により様々

で ある｡ こ こ で は学校教育に見 られる知識の

伝達ときまりき っ た練習はま っ たく役 に立た

な い ｡ むしろ , 正規 の教育と い う形 で はな い

が , 社会に出て か ら経験する学習方法や実生

活 で の 習得 の はうが効果が ある ｡

さ て ,
N H K が 平成 6 年 5 月 に 放映 した

｢ お父さん パ ソ コ ンどうすり ゃ 委員会｣ とい

う番組が ある｡ 様 々 な経歴を持 つ お父さん た

ちが ,
パ ソ コ ンを初め て 購入し悪戟苦闘する

さまを ドキ ュ メ ン タ リ ー タ ッ チ で措い て い て

興味深 い 内容で あ っ た｡
コ ン ピ ュ

ー

タ の 導入

初期の様子がそ のまま記録され て い るとい う

意味 で本論 に も関係する の で
,

こ こ で簡単に

そ の様子を紹介した い ｡
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5 . 1 テ レ ビ番組 ｢ お父さん パ ソ コ ン どう

すり ゃ委員会｣ から

番組の 内容は全く初めて パ ソ コ ンを扱うお

父さん 6 人の 3 カ月の記録で ある｡

(1) お父さん の 紹介

各お父さん を年齢, 仕事,
パ ソ コ ン利用の

動機 , 目的,
タイ プなどで紹介する ｡

* 3

･ A さん (6 0 才) N H K 解説委員 ; 様 々な

ス ポ ー

ツ の デ ー

タ ベ ー ス を作り た い
,

ワ
ー プ ロ 経験1 0 年 , 何で も自分でや っ て

しまう冒険指数が高い

･ B さん ( 4 5 才) 流通関係会社員( 営業) ;

子供と コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン

, 親子の 秤を

深め た い
, 流行に弱い

, 危険回避指数低

い

･ C さん ( 42 才) 丸 の 内の 不動産関係の会

社員 ; 会社命令 ( ホ
ー ム ペ ー

ジ開設 に あ

たり, 広報の リ
ー ダとしてイ ンタ ー ネ ッ

トの 利用価値を調 べ る) ,
マ ニ ュ ア ル依

存指数が高 い

･ D さ ん ( 4 0 才) 農業 ; 15 年ず っ と続けて

い る農業日誌をパ ソ コ ン で管理 した い
,

好奇心が強く,
パ ソ コ ン仲間同士で うま

く助け合う助 っ 人指数も高い

･ E さ ん ( 62 才) 元高校教師 ( 国語) ; 趣

味の 折り紙の ｢ 江戸時代の 折り紙 の折り

図｣ を残 した い
, 目的指数が高い

･ F さ ん ( 6 - 7 0 歳? ) 自営業 (甘納豆

屋) ; 店の チラ シ を っ くりた い
, 夫棉 で

挑戟

(2) パ ソ コ ンを組立 て る

各人は パ ソ コ ンを購入する段階 で は , 始め

て 聞く力タカ ナ語や知-ち て い て 当たり前とい

う顔をした店員 の言動 に気後れ したりとそれ

ぞれ苦労 したが , なんとかお目当て の パ ソ コ

ンを購入｡ そ して ,
い よ い よ家に パ ソ コ ンが

到着する ｡ なん だか, だ れもが みんな期待 に

わくわく胸躍 らせ て い る｡ さ て い よ い よ組立
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が 開始され た｡

小 ･ 松 裕 子 ･ 小 郷 直 言

ひたすら ｢ ･ ･ ･ ･ ･ ｣ お勉強

･ A さん (解説員) ; パ ワ ー 型 の横置き パ

ソ コ ンを無理 に デス ク ト ッ プの ように重

ねて , 首を傾げる｡
｢ わか らな い - 絶対

( 私は) 正 しい はずなの だ｡ ｣

･ c さん ( 会社命令) ; まず は, 添付の ビ

デオ で し っ かりお勉強｡ ひたすら ｢ - - -

･ = =

l

･ F さん ( 甘納豆屋) ; 奥さん と 2 人で 部

屋まで運んで きたとたん 突然全 て の 箱

を開け全部広げ て組み立て 開始｡ 想像 ど

おり,

■ ケ ー ブ ル が散乱 し訳分か らず 2 人

で しば し呆然 ｡ ばらばらのまま日が暮れ

る ｡ ｢ 自信なくな っ ち ゃ たよ -

｡ ｣

パ ソ コ ンが電気製品として 売られる今日
,

こうした光景が頻繁に 起 こ っ て い るはず であ

る ｡ こ の 際助けとなるの は
, 導入 マ ニ ュ ア ル

と
, 或い は以前にかじ っ たス テ レ オ の シ ス テ

ム コ ンポの配線の経験程度で ある ｡

(3) それぞれの取り組みが始ま る

い よ い よ各自の パ ソ コ ンとの 本格的な格闘

が開始 され る｡ こ の段階 で興味深い 各自の パ

ソ コ ン攻略法が現れて くる｡

･ パ ソ コ ン教室に通う ; B さん

｢ 疲れた
,

こ ん なことま で して や る必要

が ある の かな｣

･ パ ソ コ ン友達に聞く ; D ･ E さん

｢ い ろ い ろな先輩や仲間がい て刺激 にな

る｣

｢ みん な で や るか ら挫折もしな い ん じ ゃ

な い かな｣

･ ユ ー ザサ ポ ー トに 聞く ; A ･ D さん

｢ 親切 な人 と そう じ ゃ な い 人が い るけ

ど , 助か る｣

F さん ; ｢ こ ん な こ と ま で 聞い て い い の

かね｣

･ マ ニ ュ ア ル を見直す ; C さん

みな
, 支援を求め て , 手近に ある助けに 頼

るようになる ｡ 無意識的に で もあり, 問題 に

直面したときの それぞれ の性格に も左右され

て い るかもしれな い が,
｢ 手近｣ とい う点が

重要であるようだ｡

(4) 最難関の イ ン ス ト ー ル

I B さん ( 流通会社員) ; 子供と 一

緒 に

ウ ィ ン ドウズ95 の イ ン ス ト ー ルが始ま

る｡ 子供期待度1 0 0 % ｡ マ ニ ュ ア ル は全

く読む気 に なれな い ｡ 反応が な い の で電

源を切 っ て しまう ( 実は イ ン ス ト ー ル

中) ｡ 何度も ｢ リ セ ッ ト｣ し故障寸前｡

暗礁 に 乗り上 げる｡
｢ 残業して い るみ た

い だ｡ ｣

･ c さん ( サ ラ リ
ー

マ ン) ; ゲ ー ム ソ フ ト

を子供とイ ン ス ト ー ル ｡ 画面が岩の よう

に 動かな い ｡ 親子で ｢ トホ ホ｣ ｡ ま る 1

日解説書を読 む｡ 子供は あき らめ て 塾

へ
｡ 機種 に あわな い ソ フ トを買 っ て い た

の で ある｡ ｢ ま い っ た ね ｡ あ ー - 疲れた

( 潔 - い 溜息) ｡ ｣

･ D さん ( 農業) ; ｢ y e s を押す｣ と画

面に出て い るため指で画面を押す｡ 変化

なし｡
ユ ー ザサ ポ ー トに聞き マ ウ ス を使

う ことを初めて知 る｡ 次は マ ウス の向き

が上下逆の た めクリ ッ ク で きな い ｡ 再度

電話｡ 相手に ｢ すい ませ ん ｡ すい ませ

ん ｡

- す いません ｡ ｣

･ F さん ( 甘納豆屋) ; C D に ある ソ フ ト

をイ ン ス ト ー ル す る つ もりが,
C D プ

レ ー ヤ ー の ア イ コ ンをクリ ッ ク し て しば

らく混乱 ｡ 解決 した もの の 次が 進まな

い ｡ とう とう親 しくして い る取引先 の 信

用金庫の 支店長以下 3 名が助 っ 人と して

参上｡ なん と
, 大事な ソ フ トの マ ニ ュ ア

ルが ごみ箱に ｡ 拾い あげて 解決｡ なん と

なく皆で ｢ ア ハ ハ ･ - ･
･

｡ ｣
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(5) や っ と パ ソ コ ン使用 に 入る

･ C さん( サ ラ リ
ー

マ ン) イ ンタ ー ネ ッ ト ;

まずは ,
ビデオ と マ ニ

ュ ア ル で お勉強｡

プ ロ バ イ ダ ー と契約をすませ接続開始｡

で も マ ニ ュ ア ル に は書い て ない こ ともあ

る｡ ゼ ロ ( 0 ) とオ ー ( 0 ) など間違え

る方が 悪い の か ｡
｢ パ ソ コ ン て む つ か し

い な -

0 ( 悲壮感) ｣ ｢ あなた に は, イ ン

タ ー ネ ッ トは無理 です -

｡ ( ぼやき) ｣ と

う とう つ なが っ た ｡
｢ 英語 ば っ か り だ

-

｡ ｣ と言い なが らも嬉 しそう｡

･ D さん ( 農業) パ ソ コ ン通信 ; 農業情報

の や りとりをした い と意欲的｡ オ ン ライ

ンサ イ ン ア ッ プで引 っ かかる ｡
ユ ー ザサ

ポ ー トの助けを借り て 解決 ｡ (1)半角と全

角(2)/ ヾル ス と ト ー

ン｡ こ の 2 つ に悩み続

けた の で あ る｡
｢ ち ょ っ と した こと で動

か な い も の だ ね ｡ ｣ ｢ 勘弁 し て く れ よ

な -

｡ ｣ ｢ ま い っ たね ｡ ｣

･ F さん ( 甘納豆屋) ワ
ー プt3 ; 老眼の 為

｢ ぱ｣ と ｢ ば｣ の 区別が付かな い ｡ ソ フ

ト会社 - 質問｡ 文字拡大機能 に ひたすら

感心｡

各人 の 悪戟苦闘の様子が,
パ ソ コ ン に 熟達

した者に と っ て は滑稽 に 映り, ( 一

度は どこ

か で 経験 した こ との あ る自分と重 ね合 わせ

て) ははえましささえ感じて しまうが ,
こ こ

で 重要な現象は , 各人が様々 な協力に頼 っ て

次第 に 問題を解決して いく様子で ある｡

一

過

性 で
, 場当たり 的な対処 の よう に 見え て 実

は , 非常に 本質的な理解と解決過程 の状況を

か いま見させ て くれ て い る ｡ 理解や解決 の た

め の知識と い う意味は ,
コ ン ピ ュ

ー

タが使え

るように なるま で の ( 教科書的な) 知識と い

う意味 で はな い ｡ 興味深 い の はわか らな い と

きに打 つ 手をどう工夫するか と い う知識 に
一

つ の共通点が見られ る こ と である ｡ わ か らな

い ときに ( 手近に ある) 助けを求め ると い う
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こ と自体 に
,

そ の人自身の 知の 利用方法が し

み こ ん で い る｡ それが うまく活用 で き当 の 問

題に 適合するときに は ス ム ー ズに事が運ぷ ｡

(6) 3 カ月が経過 して

各自が利用した支援により 3 カ月後に は ど

の ような段階に まで成長 した の か｡

･ A さ ん ( 解説員) ; J リ
ー グの 成績を国

際ル ー ルで計算し直し
,

さら に自分の 考

える ル ー ル で の 結果をグラ フ化して資料

を つ くる｡ また C D - R O M に い れ た孫

の 写真で ア ル バ ム の作成｡ はとん ど仕事

をはなれ て おじいさん の顔｡

･ B さん ( 営業マ ン) ; 奮起 し て パ ソ コ ン

教室 へ い っ た もの 結局逃亡｡ 教室続か

ず｡ 印刷 は い ま だ に うまく い か な い ｡

｢ 説明書は読みたく な い ｣ ｢ 読 む余裕が

ない｣ ｢ 読む方が時間がか かる｣ ｢ さわ っ

て い るうちなん とか な るか も｡ ( 結局な

らなか っ た ｡) ｣

･ C さ ん ( サ ラ リ ー

マ ン) ; す っ か り自信

の つ い た C さん ｡ さ っ そく上 司 へ 報告書

提出｡
｢ ごく ろうさん

, 広報リ
ー ダ ー と

して イ ン タ
ー ネ ッ ト活用をし っ かりや っ

て くれた まえ｣ で ほ っ と安心｡
｢ は じめ

はどうなる ことかと思 っ たけど, や っ て

み ると他に もい ろ い ろな ことをしようと

い う意欲が で て きた｡ ｣

･ D さ ん ( 農業) ; 徐々 に仲間に 頼らず自

力解決するように なる ｡ す で に15 年分 の

デ ー タの入力が済み, 今は マ ク ロ を駆使

して様 々 な利用法を実現して い る｡ さこら

に ,
パ ソ コ ン通信 で仲間と農業の 活性化

を目指して い る ｡

･ E さん ( ち.と国語 の 先生) ; 淡 々 と目的

を達成｡ 折り図挿すで に完成 し, 折り紙

の 箱づくりを本に した ｡ 折り紙 で の 国際

交流もは じま っ て い る o

一 番 の 優等生｡

･ F さん ( 甘納豆 屋) ; チ ラ シ づ くり に 挑

戦 ｡ 絵は奥さん
, 文字は F さん の 2 人 3
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脚｡ 色漏れなど経験しながらも共同作品

第1 号｡ はがきを印刷して 奥さん
一

言｡

｢ 私たちに こ ん なことができるようにな

るなん て ね
-

｡ ｣

3 カ月後の 成果 に つ い て 事細かに議論す る

こ とが本意で はない ｡ 3 カ月問の経過 の なか

で 利用された 支援の 数々 を思 い 起 こ して み

て
,

それが本当に コ ン ピ ュ
ー タ利用の 面で役

立 っ て い るのか どうかに目を向けるとい う反

省の た めに
,

こ の ドキ ュ メ ントを紹介した の

で ある｡

5
.
2 実社会 ･ 実生活で の 学習の あり方

日常的な活動の なかで 行われ る問題解決

は
,

そ の人が生活する状況や環境に大きく依

存して い る｡ こうした状況や環境に対するき

め細かな観察と考察がなければ
,

コ ン ピ ュ
ー

タが どう利用されるか,
コ ン ピ ュ

ー

タ に い か

に慣れて くる の かは決して 見定められるもの

で はない ｡

こ れまで見たきた ように , 状況や環境 の な

かに は , 当事者が他者か らどの ような支援が

受けられるの かと い うことも含まれ て い て
,

そ れが結果や進捗に大きく左右す ると考え ら

れる ｡ 人が何か初め て の こ とに挑戟しようと

す る場合 , 当人がそ こ で 直面する困難に , 他

者が い かに対処 しやすく して やるかに つ い て

は様 々 な シ ス テ ム が考えられ る｡ 例えば , 学

校教育の ように 日常的な生活状況から少し離

れた場所で
, 問題解決の訓練を行うとい う シ

ス テ ム が 確か に 確立され て は い るが
, 山田村

や 前節 の 例示は
,

日常的な活動の 場で様 々 な

支援体制が期待されて い るケ
ー ス で あると言

える ｡ また結果として
,

そ うした支援がうま

く得 られず に活動が挫折して い くケ
ー ス も多

い の で はな い か と想像さ れ る｡

幸運 に もこうした支援の 機会が得られた と

して も, 必ず しもうまくい くとい う保証 はな

い ｡ こうした支援を何とか体系化した知識と

して い っ で もだれもが利用できるように 作り

上げられて い ればどん なに心強い こ とで あろ

う ｡ しかし残念なが ら,

`
現状で は有効な研究

方法 も対策手段 も体系的に研究され て こ な

か っ たとい うの が実態 である ｡ ただし最近,

認識の社会 ･ 文化 ア プ ロ ー チと呼ばれる
一 群

の 研究が,
こうした問題 に対する分析の 手が

かりを与え つ つ あるように思われる｡

認識 の 社会 ･ 文化ア プ ロ
ー

チ の 主た る関心

を引用文に よ っ て 示すと
,

『われわれ の 日常

的な問題解決は個人 で行うとい うよりは , 自

分より豊富な知識を持 つ 他者に援助して もら

い ながら, また文化に よ っ て長い 間に培われ

てきた道具や状況 に支えられながら行われる

という重要な側面をも っ て い る ｡

- - そうす

ると知識の 獲得過程 は個人内 の プ ロ セ ス と し

てだけ語る ことが で きるもの で はなく , 対人

的, 社会的 , 文化的, 歴史的なプ ロ セ ス とし

て も定式化する ことによ っ て初め て 明らか に

されると い える ｡ 』
14 )

こ うした考え方の 基本

は ,
われわれが 求める 日常生活に おける援助

とい う仕組み を
, 広く社会 ･ 文化的なプ ロ セ

ス とし て ,
そ の 枠組み の 中で考えなければな

らない とい うこ とを教えてくれる｡

一

つ の理論的立場を表すもの とし て , 次 の

文章を紹介する ことに しよう｡

『｢ 勉強な ん て , ひとり で す るもの だ｣ と

い う言い方は
,

それは ど奇異 に は聞 こえな い

だろう｡ しか し, 実態は
,

むしろ ｢ 知識 は
,

はとん ど他人から学ばれる｣ とい っ た方が い

い の で はない だろうか ｡

もともと発達 の 理論の 中に は , 発達 , 知識

･ 技能獲得 の過程 は社会的 に 与えられた援助

の 内化過程で あるとす る考え方もある｡ ヴィ

ゴ ツ キ ー ( V y g o t s k y ,
L . S . ) の 最近接発達

領域説が こ の 立場をも っ ともよく代表 して い

る｡ 子 どもを含め て 人に は
一 般に ｢ 自分 ひと

りで こ こま で でき る｣ と い う能力 の レ ヴ ェ ル

と ,
｢ 他人 に 助けて もらえ ば こ こ ま で で き

る｣ とい う能力の レ ヴ ュ ル との 二 つ の レ ヴ ェ
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ルがあ っ て
,

それぞれで きる ことが異な っ て

い る ｡ こ の 二 つ の レ ヴ ェ ルがそ の 間に構成す

るずれを指して ｢ 最近接発達領域｣ とい う｡

ある人間が これから何ができるようになるか

を考えるとき,
これからできるように なる可

能性の 高い の は こ の最近接発達領域に含まれ

る ことがら で ある ｡ 他人 に助け て もらい なが

ら できる ことは
, 他人が どう助けて くれる の

か を実際体験しなが らそ の うち に他人の 助け

を ｢ 内化｣ して 自分ひとり で できる ように し

て ゆけばよ い からで ある｡

したが っ て , もの を教えようとする側から

み ると , これから教えた い ことはまず こ の 領

域の 中に 入れて おくの が得策だとい う ことに

なる｡ その ため には , みん なで そ の ことをす

る状況を作 っ て
,

い っ し ょ に やる ようにすれ

ばよ い ｡ こ れから学ぼうとするもの が, そ の

場の活動に参加す る形で
,

まわりの より有能

なもの に 助けて もらい ながら,
そ の 場の 目的

を達成 して ゆけるようにすればよ い ｡ 』
15 )

こ の考え方は直接的 に は子ども の発達理論

に かかわる事柄で はあるが,

一

般的にみ て 生

活 の場に おける援助を必要として い る人と
,

そうした人たち に もの を教えようとする人た

ちと の ある関係を示唆して い て ,

一

つ の 行動

指針に なり得る の で はない だろうか｡ 山田村

に おける支援の 社会 ･ 文化 ･ 歴史的特性 に っ

い て は
,

いままだ調査中で はあるが, そうし

た背景を基盤 にした パ ソ コ ン リ
ー ダ体制の 結

成な どに み られる学習 の方法は , 自然 で実際

的な新 しい学習 の 支援 の在り方の 一

つ と思わ

れ る｡

日本の 伝統的な村落は
,

一 般に 強い 共同生

活体と して の性格をも っ て い た｡ 明治以来,

財産の私有化を根幹とした体制とな っ た現在
ノ

ち, 共同生活体成立 の ため の 神社や共有地,

長年続い た村の 行事 ( さ ぎち ょ うや村祭りな

ど) の形 で多く残 っ て い る ｡ 新しい 情報技術

が 深く生活 に 根ざした もの に なる に は, こう

した苦か らの 共同生活体 の 存在の 価値を見直
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し
,

お互 い に 教え
, 教えられ

, 助け合う支援

体制を活か して いく ことも ー

つ の 方向なの で

はない で あろうか ｡

『新しい通信技術は
, 情報を数秒 で地球の

どこ に で も送れる発信手段をもた らした ｡ し

か し, 解釈, すなわち情報の 分析や統合およ

び情報を知識 に変換する技能はは るかに おく

れて い る . そ れには会話, 討論 , 質問, 説得

とい う昔か らの人間の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ･

チ ャ ンネル が必要なの で ある｡ 現在 の地球的

な情報化時代 に おい て も,
これ らの 昔なが ら

の遅 々 とした 人間的なプ ロ セ ス がなければ,

高速の デ ー タとい えども
,

知識や
,

ま して や

見識などを必然的に導き出すとは決して言え

な い の である』
16 )

テ レ ビの例で はそれぞれの お父さん に目的

意識があ っ た.｡ しかし, 山田村の 情報化は,

多くの村民が目的自体を自ら探すことから始

ま っ て い る｡ こうした中で情報化を進める に

は, 村民が本当に必要な情報はなにか, それ

をどの ように収集し, 生活 に活かし, 何を発

信して い くの か
* 4

, 村として の 具体的な方針

を早く明確 に し
, 村民 ( リ ー グ) と 一 体 と

な っ て はかの村民を支援し続ける ことが必要

に な っ てくる であろう｡ そ して そ の リ
ー ダの

力は高齢者な ど弱者 へ も配慮された身近な支

援となる の で はない だろうか ｡

6 お わ りに

過疎の 住民が
,

ある い は村の 老人が
, 現在

最先端の 電子技術を自由自在 に操る社会とい

うような過度 に 近未来イメ
ー ジだ けが増幅さ

れた騒 ぎの表面を 一 皮むけば, そ こ に ある の

は新しい 道具を使えるよ
′
ぅになる に はどう.し

た支援が必要で ある の か とい う生活に 密着 し

た課題 の 丁
一 つ で あT ) た ｡

19 70 年代後半か ら,
｢ コ ミ ュ ニ テ ィ｣ ｢ 地方

の 時代｣ ｢ 村お こ し｣ とい っ た言葉が標準語

とな っ て今日 に お よん で い るが
,

′
一大都市 - の
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人口 の 集中i 高齢化, 過疎対策とい っ た問題

の解決策を探るた めに地域社会が見直されて

い るの に はかならない ｡ こ の ような動向は
,

地域社会に おける生活主体である住民におい

て も生活そ の もの の 見直しとい う形で新たな

展開を見せ て い る o

山田村は ｢ イ ン タ
ー ネ ッ ト｣ とい う最新 の

道具 ( メ デ ィ ア) を使 っ て そ れま で の ｢ コ

ミ ュ ニ テ ィ ｣ を基盤 に ｢ 新 し い コ ミ ュ ニ

テ ィ ｣ 形成 へ 進みは じめ たばかり である ｡

本稿 で は
, 山田村で はとく に 高齢者の 例をみ

て支援の在り方を考えた ｡

′

また 6 人の お父さ

ん の 奮闘ぶりから支援が ｢ 手近｣ である こと

の 重要性を見た ｡

コ ンピ ュ
ー タと いうまだや っ かい な道具に

翻弄される 一

山村 へ の 興味本位の関わり合い

に , はやく 一 段落を つ けて
,

より実質的成果

が期待される様乍な支援の方法を討議す べ き

で はない だろうか｡ そ の 際, 支援を提供す る

側ばかりで なく , 支援 の 提供を受ける人々 の

中で起 こ る ｢ 内化｣ の 過程に も十分な配慮と

考察が求め られる｡

最後に 本稿を纏める に当たり, 山田村当局

や村民 の 方々 の ご協力と ご配慮 を得た ことに

深謝い た します｡

注

* 1 郵政省は , 19 9 6 年 9 月 か ら1 99 7 年1 月 に か けて
, 全国32 55 の 市町村 ･ 特別区に ア ン ケ ー ト調査を実

･ 施した｡ ､回収率は10 0 % で , 調査内容は電気通信事業者お よ び放送事業者 に よ っ て 整備せ れて きた 情

報通信 イ ン フ ラや サ ー ビス 現状を ｢ 利用環境指標｣ , 各地方公共団体 に よ っ て 整備さ れ て きた情事馴ヒ

の 現状を ｢ 開発整備f旨標｣ とし, あわせ て37 の 項目に つ い て ｢ 地域情報化指標｣ と定義して い る.

* 2 米国の 地域情報化が成功して い る先進地 の ケ ー

ス でも,
やは り情報化の 定着に は住民 の 人材教育が

鍵で あり,
そ れ に は 2 -

て3 年は必要で あ っ たと報告されて い る｡

* 3 番組で は各お父さん が実名で 登場す るが
,

こ こ で は伏せ る こ とに す る｡

* 4 文献 1 の 調査 で は , 情報指数の 高い 地域 は, 情報化の 目的を ｢ 行政サ - ビス の 向上｣ と捉え , 情報

指数の 低 い 地域は ｢ 情報の 受発信｣ に よ る地域 の 知名度向上を目的として い る｡
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I n t r o d u c l n g a S m all r u r al vill a g e t o t h e
●
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'
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I n Y a m a d a
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e a c h f a m il y e x p

r e s si n g a d e si r e t o l e a r n h o w t o
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A lt h o u g h s o m e o f t h e
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